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旧とちぎメディカルセンター下都賀総合病院解体工事入札説明書

１．入札方法等

(１)入札場所への入場は１業者１名とする。

(２)入札参加者は入札書(様式３)をもって入札することとし、入札書は持参すること。郵

便又はＦＡＸによる入札は認めない。なお、代理人が出席して入札する場合は、代

表者からの委任状(様式４)を入札時に提出すること。

(３)落札決定にあたっては、入札書に記載された金額に当該金額の１００分の８に相当す

る額を加算した金額(当該金額に１円未満の端数があるときは、その端数金額を切り

捨てた金額)をもって落札金額とするので、入札者は、消費税及び地方消費税に係る

課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の１０

８分の１００に相当する金額を入札書に記載すること。

(４)第１回目の入札が不調となった場合、ただちに再度入札に移行する。

(５)入札執行回数は、３回を限度とする。

２．図面等の閲覧及び現場見学

本工事に係る見学及び図面等は、下記の要領で閲覧する。

(１)閲覧及び見学期間

   ア）下記の期間の内、とちぎメディカルセンター本部業務部の指示のあった時間帯と

する。指示を受けた時間帯に閲覧及び見学等が困難な場合もしくは再閲覧を希望す

る場合は、業務部担当者に申し出て指示を受けること。

   イ）現場見学の時の事故等は自己責任とする。

   ウ）閲覧及び見学期間

    平成２８年１２月１３日（火）から平成２８年１２月２８日（水）までの土曜日、

日曜日及び祝日を除く毎日午前９時から正午まで及び午後１時から午後４時まで

の間に申請すること。

(２)閲覧場所

   とちぎメディカルセンター本部業務部

３．工事費内訳書の提示

(１)第１回目の入札に際し、第１回目の入札書に記載される入札金額に対応した工事費内

訳書の提出を求める。第１回目の入札が不調となったことにより第２回目、第３回目

を実施する場合、第２回目、第３回目の入札書に記載される入札金額に対応した工事

費内訳書の提出は不要である。

(２)工事費内訳書の様式は自由であるが、記載内容は最低限、数量、単価、金額、材料等

を明らかにすること。
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(３)提出書面には、作成年月日、工事名、商号又は名称並びに住所を記載するとともに、

代表社印を押印すること。

(４)工事費内訳書は返却しない。

(５)工事費内訳書は、参考図書として提出を求めるものであり、入札及び契約上の権利義

務を生じるものではない。ただし、工事費内訳書の提出がない場合には、入札を無効

とする。

(６)工事費内訳書の記載事項について契約者(担当部局)は説明を求めることがある。入札

参加者は、説明を求められた場合、その要求を尊重し、対応しなければならない。

４．開札

入札者又はその代理人は、開札に立ち会わなければならない。

５．入札保証金及び契約履行保証

(１)入札保証金 免除とする。

(２)契約履行保証 免除とする。

６．入札の無効

本件入札の公告の日から、落札者の決定の時までの間に、照会窓口以外の役員・職員に

対し、本件に関する接触を求めた者の入札、入札公告及び本入札説明書に示した一般競争

入札に参加することができない者の入札又は競争入札参加資格のない者の入札、資格確認

申請書等の書類に虚偽の記載をした者の入札は無効とし、無効の入札を行った者を落札者

としていた場合には落札決定を取り消す。

なお、契約者により競争入札参加資格のある旨確認された者であっても、開札の時にお

いて入札参加資格のないものは、競争入札参加資格のないものに該当する。

７．入札の延期等

次のいずれかに該当する場合、入札の延期、中止、取消しをすることがある。

(１)天災、地変等により入札の執行が困難なとき。

(２)入札が適正に行われないおそれ又は行われなかったおそれがあると認めるとき。

(３)その他やむを得ない事情が生じたとき。

８．落札者の決定方法

予定価格の制限の範囲内で最低の価格の提示をもって有効な入札を行ったものを第１交

渉者とし、業務内容及び本請負業務の契約条件を協議し事後審査に合格して、合意できた

段階で契約の相手とさせていただきます。なお、入札が不調となった場合３回目の最低入

札者を第１交渉者とし、業務内容及び本請負業務の契約条件を協議し事後審査に合格して、
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合意できた段階で契約の相手とさせていただきます。

９． 落札者の資格確認等

本件競争入札の落札者は、次に従い、本工事にかかる資格確認申請書（様式２）を提出

し、契約者から競争入札参加資格の有無について確認を受けなければならない。

(１)本件競争入札参加資格の確認は、落札者決定後をもって行うものとし、その結果は後日

通知する。

(２)資格確認申請書の証明書の提出方法

ア 提出期間：落札者との協議

イ 提出場所：とちぎメディカルセンター法人本部業務部

     栃木県栃木市境町２７番２１号

提出方法：提出場所へ持参又は郵送することとし、電送によるものは受付けない。

(３)添付書類及び作成方法

ア 会社概要パンフレット

イ 資格審査結果通知書 (写)（入札参加資格(４)の証明）

ウ 特定建設業の許可書 (写)（入札参加資格(５)の証明）

エ 栃木県に本店があることの証明（入札参加資格(６)の証明）

オ 工事実績証明書 (写)（入札参加資格(７)の証明）

カ 配置予定技術者調書（入札参加資格(８)の証明）

（１）専任する主任（監理）技術者に関する調書、現場代理人に関する調書

    ・本調書は、競争入札参加申込者が作成すること。

・配置予定の技術者の資格を明記すること。配置予定の技術者については、

複数の候補技術者を記載することができる。

    ・調書に記載した技術者について、資格を証明する書類と雇用関係を証明する

書類の写しを添付すること。

    ・他の工事を落札したことにより主任（監理）技術者を配置することができな

くなったときは、ただちに当該工事の係る申込書の取り下げ、もしくは落札決

定前に辞退届を提出すること。

  キ（１）ダイオキシン類作業指揮者もしくはダイオキシン類特別教育インストラク

ターの資格証明書

   （２）石綿作業主任者もしくは特定化学物質等作業主任者（平成 18 年 3 月 31
日以前）の資格証明書

※ 上記審査資料以外の参考資料は受理しない。

(４)その他

ア 資格確認申請書及び他の提出書類の作成説明会は行わない。

イ 資格確認申請書の作成及び提出に係る費用は、提出者の負担とする。
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ウ 契約者は提出された資格確認申請書を、本件一般競争入札参加資格の確認以外に

提出者に無断で使用しない。

エ 提出された資格確認申請書は返却しない。

オ 提出期限以降における資格確認申請書は受領しない他、差し替え及び再提出は認

めない。

カ 資格確認申請書に関する問い合わせ先は上記 に同じであること。

１０．配置予定技術者の確認

落札者決定後、落札者は、資料に記載した配置予定の技術者を本件工事の現場に配置す

ること。配置予定の技術者の専任制違反の事実が確認された場合、契約を結ばないことが

ある。なお、病気・死亡・退職等極めて特別な場合でやむを得ないとして承認された場合

以外は、資格確認申請書等の差し替えは認められない。病気等特別な理由により、やむを

得ず配置予定の技術者を変更する場合は、入札公告の２(８)に掲げる基準を満たし、かつ、

当初配置予定の技術者と同等以上の技術力を有する者を配置し、速やかに資格確認申請書

等の差し替えを行うこと。

１１． 契約書作成の要否  要

１２． 支払条件  工事完成引渡完了後、３ヶ月以内に支払う

１３．その他

(１)入札参加者は、入札公告、本入札説明書、図面等を熟読し、公正かつ適正に入札する

こと。

(２)本件競争入札参加資格があると確認された者に、経営、資産、信用の状況の変動によ

って契約の履行がされないおそれがあると認められる事態が発生したときは、当該資

格の確認を取り消すことがある。

(３)本入札説明書、図面等を入手した者は、これを本入札手続き以外の目的で使用しては

ならない。


